
 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 桜井グループ       活動期間：２０年８月～９月（♯１政治センター幹事会報告） 

産業目線 

【活動項目】 ②企業誘致 【活動テーマ】 食関連産業の誘致 

到達目標 食関連企業の進出確定 

前回まで 

活動状況 

 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

・温度管理型冷凍冷蔵倉庫視察、担当者懇談 

 現状：心配していた荷物については 8割程度目途がついた。食関連産業の問い合わせ

もある。 

課題：上水が現在不足気味、食関連産業にとっては必須となる。 

・需要調査 

 農産：国内の動向、減少傾向であったが、最近は増加に転じる。畜産が増加傾向 

（約 9兆/2018 年）北海道の動向、近年は約 1兆円、2017 年は 1兆 2,762 億円

（過去最高）農業産出額構成比、乳用牛（39％）野菜（17％）が高い。全国シ

ェア 13.6％年々上昇 

水産：世界の動向、10年で 3割増加（2018 年実績比） 

    国内の動向、10 年で 24％減少 

    北海道の動向、101 万トン（2019 年実績）10 年で 26％減少 

    苫小牧港の動向、輸移出 10 万 5千トン（品種 3位）輸移入 12万トン 

（品種 4位）輸出の 80％は韓国、20％が中国 

・効果 

 農産物：産品の出荷ピークを冷蔵倉庫使用することで安定的に供給、価格の下落を防

ぐ。 

 水産物：国際コンテナターミナルに隣接する冷蔵倉庫の完成で、物流コスト削減 

 企業進出：流通の玄関口に冷凍冷蔵倉庫が完成したことで、食関連企業が関心を寄せ

ている。 

      原料供給ではなく、加工産品を供給し付加価値の高い産業へと成長につな

がる。 

 

今後の活動 
・上水道が現状でも不足気味ということが分かった。どういった手法があり、可能性について調査する。 

・温度管理型冷凍冷蔵庫の運用状況をウオッチする。 

  

苫小牧市 所属議員  牧田 俊之 

今回の進捗 

【 〇 】 

温度管理型冷凍冷蔵庫 
2020 年 4 月竣工 

津波避難タワーの 
役割も兼ねた屋上より 
隣接の広大な用地 

国際コンテナ 
ターミナル隣接 
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組合員目線 

【活動項目】 ②道路 【活動テーマ】 通勤安全 

到達目標 ・組合員指摘ポイントの全改善 

前回まで 

活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

・会社周辺通勤時の不安全指摘ポイントの調査。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動 

・取り上げた項目に対して、管理する担当部署に改善を要望し、降雪期前までに一定の対策を実施する。 

・各路線の交通量調査実施 

 

苫小牧市 所属議員  牧田 俊之 

今回の進捗 

【 〇 】 

中央分離帯雑草繁茂 

路面轍形状 

路肩雑草繁茂 
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